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 骨の物理的特徴である硬さに関する観察は文献を徴するもいたって少ない。しかして骨硬度を
 取扱つたわずかの観察でもその対象はすべて屍体骨であって,生体を対象にしたものは皆無であ
 る。さきに飯野1姓体にむける骨硬度を合理的,正確かつなろべく簡単に測定出来る装置を創案
 し,これを飯野式生体骨硬度計と名づけた。この硬度計はcoi■springによりd-riユユ先
 にいつも10009の荷重を一与えつ㌧d-ri■■を等時回転せしめ(通常2rps),d-riユ■の刃先
 部が骨皮質の一定の深さ(通常骨表面からO.4伽1～1.4徽問)に穿入するに要する回転数を以て
 その骨硬度としたものである。私は本方法の合理性と正確度に対する吟味を行ない,かつゲこの
 方法による骨硬度の因子を探究した。実際の測定部位としては測定にもっとも適当な脛骨内側面
 の上,中5分のり附近を選び,特定の基点を中心に直径1碗以内での5園の計測値の平均値を
 階硬度」とした。私はこの生体骨硬度計による生理値を得んとし,まず生体骨についてその加
 令的変化を追跡し,ついで屍体骨,乾燥骨について骨硬度の測定を行ない生体骨の硬度と比較し,
 本硬度計の表わす硬度に関係する要崇を探求・骨⊂)水分含有量,miこror・ヨ・ユio:;ramにより
 Ca分布,ならびに定量的皿iCrorad.iOgra皿によろea量を検索し奪。1)生体骨,新鮮
 屍体骨の骨硬度,生体骨225肢(男124肢,女101肢),痴踵屍体骨a7肢(男47肢,
 女40肢)についての一般的傾向をみろと,生体骨では少年期から40才代にいたるまで,年令
 の増加とともに増加し,40才代がピークであり,50才以後は減少すろが,この問に10才代
 後半,20才代から50才代にかけて硬度の著明な増加を認め,その後は40才代にいたろまで
 比.較的安定した値を示した。これら骨硬度の変動を陰別にみると,女性と男・匪とで異な外女性
 では特に1巳才代前半に骨硬度の増加をみ,以後50才ごろまでは女1生が男陸よ匂高い値を示す
 が,50才前後に著明な骨硬度の減少を認め,この後女性の方が反対に男性より低い値を示すに
 至ろ。女性の10才代前半の急激な骨硬度増加は性成熟が男性に比して早いという事実に関係し,
 50才代の急激な骨硬度の減少はPOs七mOIゆエ〕観脚.エO臼七eOPOrO8i8に関連するもの
 と、誓われる。新鮮屍体骨では生体骨に似たr股的傾向を示すが,全体に生体骨より高浪を示す。
 また40才代後半での骨硬度の増加率は生体骨より'高く,50才代であまり変動がないため,10
 才代後半から40才代までは割合に変動の少ない値を示し,生体骨ほど年令差がない。2)乾燥
 骨の骨硬度,同年令の生体骨硬度と新鮮屍体骨硬度を比較すると,新鮮屍体骨の方が高値を示し
 た。そこで骨皮質の水分量と骨硬度の関連性の有無を確かめるため,52肢(男16肢,女46
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 肢)について,新鮮屍体骨を室温にろヶ月放置した自然乾燥骨と,真空ポンプでこれ以上重量の
 減少しない程度まで乾燥した乾燥骨とについて骨硬度を測定したところ,乾燥骨の硬度は高値を
 示した。即ち自然乾燥骨では新鮮屍体骨よりも高い値を示した。また真空乾燥骨では自然乾燥骨
 よりも更に高い値を示した。このように水分量と硬度とは密接な関係のあることを確かめ得たの
 で,実際に骨皮質の水分量と骨硬度の関係についてみるため新鮮屍体骨14肢(男7肢,女7肢)
 にっき同一脛骨内側面の上・中5分の1と上・下2分の1に区ぎられた部の上外側,中央,下内
 側の5ケ所より直径貿〃の中空ドリルで骨皮質を'採取し.その各の水分量を検出したdその結果,
 硬度の低い値を示した上外側部が最も水分量多く,中央部は硬度と共に中間値を示し,硬度の一
 着高い下内剣部が一番水分量が少なかった。またこの中央部について水分含有量を年令別にみる
 と,男女とも噛02代,また男では70才代,女では60才代で多く,50才代,40才代ては
 男女とも少なかった。しかしてこの中央部での骨硬度と水分量とは反比例的の関係にある。4)
 骨硬度と骨撰鎧,屍体骨14肢(男8肢,女6肢)について脛骨通常測定部位で〔)非脱灰標本を
 作成し,その顕微鏡的所見ならびに皿icrOraliiogra皿により骨構造とOa量を検索した。
 骨硬度を測定した部を紙雛ミ茸的にみろと,硬度の低い10代,60代では多孔、性であり,硬度の
 高い50代,40代では一呑緋密であった。また測定部位における'胃硬度とC巳量との関係をみ
 ると,正比例的な関係をもつて増減し,成長期のものではや㌧e巳量が少なく,20才代以後で
 はや、ゴ亨謝するが年金的には著明な変動忙ヒ認められない。以上の結果より,飯野式生体骨硬度計
 は,生体の骨硬度測定に対して十分理論的かつ実用的であり,臨床的にきわめて有意義なものと
 結論される。本硬度計の表わす硬度ぱ骨の水分含三角量と反比例的関係にあり,Ga量とは正比例
 的関係にあるが,これら諸因子のうち,最も重要な影響を与えるものはInineraユiratiOn
 そのものよりも1ia▽er3管を主体とした骨構造の1敵密度であろうと推定されろ。
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 審査結果の要旨
 生体にコヨ・ける骨硬度を合理的,正確かつなるべく簡単に測定することは臨床蹉学的に強く要望
 されてい.ムにかかわらず,従来,屍体骨を除いては骨の物理的硬さを計測・検討した研究はない。
 著者はこの目的で作られ.た飯野式生体骨硬度計(一定の荷重を一与えつつ等時回転せしめたdriエ1
 の刃先が骨皮質の望定の深さに算入するに要する回転数を以て測る)の合理性と正確度に対すろ
 吟味を行ない,かつ,こ¢)方法によって表わされる骨硬度の因子を探究した。若者はまずこの生
 体骨硬度計による生理値を得んとし,かつその加令的変化を追跡し,ついで屍体骨,乾燥骨につ
 いて骨硬度の測定を行なって生体骨の硬度と比較し,本硬度計の表わす硬度に関係する要素とし
 て,骨の水分含有量,miCrorad.iOgra皿によろOa分布,ならびに定量伯n亘01つradio世
 gramによるGa景について検索した。この結果はきわめて興味あるもので,たとえば生体骨で
 は少年期から40才代にいたるまで比較的安定した値を示し,性別では女性て特に10才代前半
 に骨硬度の増加をみ,以後5e才ごろまでは女性が男性より高い値を示すが,50才前後に著明
 な骨硬度の減少を認め歩この後女性の方が,反対に男性,}二り低い値を示すに至る。女性の10オ代
 前半の急激主骨硬度増加は性成熟が男性1母ヒして早いという事実に関係し,50才代の急激な骨
 硬度の1颪少はpoεtmenopau.εa■GO七aOPOrogiεに関連するものと想像している。一方新
 鮮屍体骨では生体骨に似た一般的傾向を示すガ,全休に生体骨より高値を示し,さらに乾燥腎の
 骨硬度も生{本よりも高{直を示ナと:とから骨皮質の司く分量と骨硬度の段1連・1生の有無を掘㌫り・めろ実導灸
 を行なっている。この結果1,年令的,品位的に骨水分の少ないところに骨硬度の増大を認めた。
 さらに著者は骨硬度と骨構造との関係を見るために測定部位骨の非脱灰標本を作成し,その顕微
 鏡的所見ならびにmicroradio琶r職によ1〕検索したところ,硬度の低い40代,60代で
 は多孔!生であ勢,硬度の高い50代,4巳代で1一.t一番激密であった事実を見出している。また測
 定部位における骨硬度とea量との関係をみると,正比例的な1地無をもつて増減し,成長期のも
 のではややCa量が少左く,20才代以後ではやや増加するという。以上の結果から飯野式生体
 骨硬度計が生体の骨硬度測定に対して十分遅言、錆的かつ実用的であウ,臨床的にきわめて有意義な
 ものと結論しておゆ,十分学位に値するすぐれた論文と認められた。
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